
特別養護老人ホーム むらさき野苑 

平成28年度 
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•志村敏充（リーダー） 

•西川祥司 

2階介護職員 

•宮下里栄（リーダー） 

•伊藤竜也 

1階介護職員 

•山本正子様（おむつフィッター1級） 

『よりそっと』講師 
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①アイテムのサイズが合っていない 

②夜間帯はインナーが一律 

③インナーの過剰当て 

④尿路感染症状や皮膚トラブルが発生 

 

*インナー：尿とりパッド 

*アウター：テープ式オムツ、リハビリパンツ 



4 

•アイテムを見直すことで、利用者様の皮
膚トラブルや尿路感染の予防をし、過剰
当てによる不快感がなくなる。 

•職員の技術レベル向上に伴い、無駄や手
間を減らす事が出来る。 

•過剰当てや無駄な手間が無くなることに
よりコスト削減に繋がる。 

仮説 



1.施設の現場で、外部講師（おむつフィッ
ター）から知識や技術を学ぶ。 

2.排泄環境（アウターやインナー）の変更
と過剰当てを減らし利用者の皮膚トラブ
ルを予防。さらに無駄なコストを削減す
る。 

3.プロジェクトメンバーが技術を他職員に
教育することで、快適な環境を維持継続
できる状況をつくる。 
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1. 対象者：排泄プロジェクトメンバー(4名) 

2. 実施時期：4月～12月 

3. 研究場所：施設内（現場・会議室） 

4. 研究内容： 

① 現状調査 

② アイテム選定 

③ リーダー研修・OJT 

④ 問題の確認 

⑤ まとめ・講師育成 

* 『OJT』：上司が部下に対して、知識、技術、職場における
役割等を仕事の場を通して、“計画的”“継続的”“意識的”に指
導、援助すること。 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

講師が現場を巡回 

*漏れる 

*アウターにしわが寄っている 

*アウターの腹部分を折ってサイズ調整してい
る 

*拘縮がある方への技術が足りない 

*インナーを過剰に当てている 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

アイテム確認 

*アイテム使用状況一覧作成・確認 

問題点抽出 

*インナー：過剰な重ね当て、尿量に合っていない 

*アウター：身体に合わないサイズを使用、装着方法の不備 

*排泄チェック表：情報が現状に合っていない 

尿測の計画を立てる 

*5月22日～5月27日 19:00～翌5:00(夜間) 

*1階：利用者全員 2階：7～8名ピックアップ 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

尿測実施 5月22日～5月27日 

*排泄チェック表を尿測用に修正 

*記入方法一覧表を作成 

*インナー毎のグラム表を作成 

尿測結果を集計 

*「こんなにインナーを当てなくていいよね」 

*「両面いらないんじゃない？」 

*「一番大きなインナーが大きすぎる」 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

対象利用者選定 

*尿測データを確認しインナーの変更 
*800cc以上：多い人 

*500～600cc：中間の人 

*500cc未満：少ない人 

新しいアイテムの選定 

*サンプル・モニター用紙を依頼 
（3～5人/7日分程度） 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

*アウターのサイ
ズの選び方 

*正しい当て方 

*装着体験（当て
たまま30分間勤
務） 

*職員アンケート 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

インナーの吸水実験 

*200ccの人肌程度の
湯を3回に分け吸わ
せる。 

*吸収スピード、
ウェットバック、感
触など比較。 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

*吸水後のウェッ
トバックや感触
を比較。 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

*吸水後の拡散状
況を比較 

 

*ギャザーの部分
からの漏れを比
較 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

*吸水直後の透湿
性を比較 

 

*折り曲げて吸水
し厚みを比較 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

アウター 変更前 変更後 

テープ止め 
2サイズ： 

Ｍ・Ｌ 

3サイズ： 

Ｓ･小さめＭ･Ｍ 

リハパン 厚手タイプ 薄手タイプ 



17 

現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

インナー 変更前 変更後 

大 １３００ ９００ 

中 ５００ ６００ 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

インナー 変更前 変更後 

両面吸収タイプ ６００ ３００ 

パンツ用 ４００ ３００ 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

1.当て方・ｻｲｽﾞ選
定方法の指導 

2.アイテム一覧表
作成 

3.１と２を他職員
へ伝達研修 



20 

現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

成果 

*講師を依頼し専門的な知識が得られた 

*尿量の測定やアイテム変更ができた 

今後の課題 

*排泄介助の回数や時間 

*利用者様の姿勢の工夫 

*栄養状態の改善 

*今後の排泄アイテムの管理方法が決まっていない 
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利用者様の変化や影響 

*利用者様の皮膚トラブルが減った 

17% 

58% 

25% 

皮膚トラブルの変化

（２階） 

悪化 

現状維持 

改善 

0% 

62% 

38% 

皮膚トラブルの変化 

（１階）  

悪化 

改善 

現状維持 

現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 
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職員の変化や影響 

*個別のパッド選定を考えるようになった 

7% 

60% 

26% 

7% 

夜間枚数（前） 

3枚 

2枚 

1枚 

なし 

6% 

26% 

60% 

8% 

夜間枚数（後） 

3枚 

2枚 

1枚 

なし 

現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 
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現状調
査 

１ 
選定 

２ •研修 

• OJT 

３ 
まとめ 

４ 
次年度 

５ 

利用者様の快適を維持・継続できる状況を
つくる 

*他職員に技術を教育することができる人
財を育成するために、同講師にOJTを依
頼し平成29年度研修計画に 



*
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